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お祝松山自動車道(伊予一大洲)開通

必 松山自動車道府~大洲間開通
ついに、高速道路が大洲までやってきました l

南予へ初めて延びる松山自動車道伊予~大洲間(31.8km)が7月28日開通し、

四国縦貫自動車道(222.2km)が全線開通しました。大洲かう四国4県都、本州

へとつながる四国の大動脈がついに動きはじめました。
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9月号

一予

5
大
洲
間
〈
幻
・
8
陥
〉

淵
に
高
速
道
路
、
が
や
っ
開
通亡
き
抱
ノ

広報ああず 2000

つ
い
に
、
大
洲
に
も
高
速
交
通
時
代
ガ
到
来
し
、
四
国
四
県
都
や
本
州
へ
と

つ
な
が
る
大
動
脈
ガ
動
き
は
じ
め
ま
し
た
。
開
通
し
た
伊
予

5
大
洲
聞
は
平
成

二
年
に
施
行
命
令
ガ
出
さ
れ
、
平
成
七
年
か
ら
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
事
業

費
は
で
三
五
一
億
円
。
暫
定
二
車
線
で
最
高
速
度
は
時
速
七

O
刷
。
こ
の
区
間

の
約
半
分
を
橋
り
ょ
う
(
三
十
二
橋
)
と
ト
ン
ネ
ル
(
七
本
)
ガ
占
め
て
い
ま
す
。

企参加者を乗せたパスガ会場ヘ

7
月
お
日
朝
、
黒
々
と
し
た
真
新
し
い
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
路
面
に
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
、
「
大
洲
」
と
い
う

緑
色
の
大
き
な
看
板
が
ま
ぶ
し
い
大
洲
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
。
こ
の
日
の
た
め
に
奔
走
し
て
き
た
ス
タ
ッ
フ
も

最
後
の
準
備
に
汗
を
流
す
。

来
賓
の
皆
さ
ん
も
次
々
と
到
着
、
開
通
式
が
始
ま
ろ

う
と
す
る
頃
、
「
祝
・
松
山
自
動
車
道
伊
予
i
大
洲
開
通
」

と
書
か
れ
た
一
台
の
パ
ス
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
パ
ス
こ
そ
、
誰
よ
り
も
早
く
、
開
通
し
た
ば
か

り
の
高
速
道
路
を
走
る
(
応
募
当
選
し
た
沿
線
周
辺
市

町
村
の
)
皆
さ
ん
を
乗
せ
た
パ
ス
だ

っ
た
の
で
す
。

開
通
武
で
テ
l
プ
カ

ッ
ト
(
表
紙
)
に
合
わ
せ
て
、

希
望
を
書
い
た
風
船
を
飛
ば
し
た
後
、
パ

ス
に
乗
車
し
た
参
加
者
。

県
警
音
楽
隊
の
先
導
に
よ
り
い
よ
い
よ

ゲ
1
ト
へ
。
車
内
に
も
一
瞬
の
緊
張
・
:
。

走
り
は
じ
め
た
パ
ス
の
中
で
は
、
大
人

も
子
ど
も
も
「
ド
キ
ド
キ
・
わ
く
わ
く
」
、

席
と
通
路
を
行
っ
た
り
来
た
り
「
こ
れ
で

ト
ン
ネ
ル
い
く
つ
か
な
ア
」
と
か
、
橋
の

上
で
は
「
う
わ
あ
i

高
あ
j

い
」
と
か
、

驚
き
と
感
動
の
声
が
:
:
・
。

.いよいよスター卜だ/

夏
の
青
空
に 企黒岩岳トンネルでUターン

や
が
て
、
眼
下
に
あ
っ
た
国

道
日
号
と
立
体
交
差
し
、
左
右

の
山
々
を
眺
め
な
が
ら
ア
ッ
と

い
う
聞
に
折
り
返
し
地
点
の
中

山
町
・
黒
岩
岳
ト
ン
ネ
ル
前
で

U
タ
l
ン
。

後
ろ
に
続
く
車
に
手
を
振
り

な
が
ら
却
分
の
快
適
な
ド
ラ
イ

ブ
を
終
え
、
パ
ス
を
降
り
た
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
、
会
場
を
見

ま
わ
し
た
り
思
い
思
い
に
記
念

撮
影
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

企今日は、伊予市力、ら参加

しました。高速道路でま

た大洲に遊びにくるネ/

見て/見て!J企「うわあ~

ノ

2 

• nd:いポースj思い思いに記念撮影

企来賓の皆さんも次々とゲートヘ



開通イベント
ウォッチング

フレイベント

F問|
司S

9月号広報おおず 2000

企みんなで歩きましょう/
クイス.ウオーク

プレゼント
抽せん

A答えを書いて

ポストに入れてね/
A当ったヨ/

，7/'29 

企ドライバーのみなさんスピードを
出しすぎないように!. 

高
速
道
路
の
開
通
を
記
念
し
た
イ

ベ
ン
ト
や
、
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
各
地
で
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん

の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ar習光や文化面の整備
を進めていきたいです

ねaJと語る桝田市長

;F，Q̂ _ r大移動時代の地域振興Jと題した講演会
f， :、，~.ト罰J 講師の東京大学名誉教揮・木村尚三郎
u 、j，首位~喝 さんが í21世紀最大の産業は、観光や旅
ー ..01IIII行…。歩くに値する魅力があるまちかど

うかが問題。」 と提言

年
金
手
帳
を

大

切

に

，
J

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
、
共
済
組

合
に
加
入
す
る
と
、
年
金
手
帳
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
手
帳
は
、
学
生

か
ら
社
会
人
、
会
社
員
か
ら
自
営
業

・

専
業
主
婦
へ
と
職
業
が
変
わ
っ

た
場

合
で
も
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

か
ら
大
切
に
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ

、っ。
ま
た
、
公
的
年
金
制
度
す
べ
て
に

共
通
と
な
っ
て
お
り
、

一
冊
で
全
制

度
の
加
入
、
脱
退
の
記
録
が
わ
か
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
加
入

期
間
の
空
白
が
発
生
す
る
の
を
防
止

し
、
年
金
を
受
給
す
る
権
利
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
年
金
手
帳
は
加
入
期
間
を

記
録
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
年
金

を
請
求
す
る
と
き
の
提
出
書
類
と
な

り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

※
国
民
年
金
の
お
問
い
合
わ
せ
は
市

役
所
市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
1
1
)
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9月号

JR予鈎線

広報ああず 2∞o

一
級
河
川
「
肱
川
」
河
川
防
災
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
(
若
宮
)
の
竣
工
式
が

七
月
二
十
二
日
(
土
)
に
行
わ
れ
、
国
・

県
・
市

・
地
元
関
係
者
な
ど
約
百
五

十
人
が
出
席
し
て
完
成
を
祝
い
ま
し

た。

水
時
に
は
避
難
所
、
消
防
(
水
防
)

団
員
の
皆
さ
ん
の
待
機
所
と
し
て
、

平
常
時
に
は
自
主
防
災
組
織
の
防
災

訓
練
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
研
修

の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
関
連
施
設

〈
建
設
省
施
設
〉

【
事
務
棟
】

一
階
資
料
室

・
設
備
機
械
室

二
階
事
務
室

・
通
信
機
械
室

三
階
物
見
台

【
車
庫
棟
}
排
水
ポ
ン
プ
車

一
五
o
d
/分

三
o
d
/分

....配備された排水ポンプ車

<L _ 台台

....関谷元建設大臣とともに非常食の試食

「新世紀夢あるくらしに
9月10日は全国下水道デー

公共下水道への接続のお願い
公共下水道は、清らかな肱川の流れを守り、快適で潤いのあ
る生活環境を築くための施設です。
肱南処理区については、平成7年の供用開始から 5年を経過
しました。また、肱北処理区では、早期供用開始を目指し、整
備を推進しています。
肱南処理区域内でまだ接続をしていない人は、一日も早<湾
水を公共下水道へ流すための「排水設備」をつくり、清潔で快
適な生活環境をつくりましょう。
なお、工事の際は、市が指定した工事居に申し込んでください。

5人槽354，000円--10人槽519，000円

合併処理浄化槽設置に補助

下水道」

下水道課

ft 24-2111 

内線254

環境保全に大きな効果のある合併処理浄化槽を設置する人
に、大洲市から補助金を交付します。平成13:年度に住宅の新築 ・
改修などを計画している人は、乙の補助制度をご利用ください。
【補助対象となる浄化槽規模】
5 人槽~10人槽
【補助限度額】
5人槽 354，000円、
【申し込み期限】
平成12年 9月 1日~平成13年 3月30日
【申し込み ・問い合わせ先】大洲市役所(2階)下水道課
【申し込み時の準備物】
新築 -改修などの具体的な計画(建築する場所・時期・面積
など)を示せる資料、印鑑
【補助制度を受けられない地域】
-公共下水道が整備されている肱南処理区
-公共下水道が計画されている肱北処理区の一部
-農業集落排水が整備されている八多喜地区の一部

4 

....肱川に親しむカヌー

〈
大
洲
市
施
設
〉

{
研
修
棟
}

一
階
待
機
室
兼
研
修
室
(
六
面

マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
設
置
)

二
階
避
難
体
験
室
・
調
理
室

【倉
庫
棟
}水
防
倉
庫
・
シ
ャ
ワ
ー
室

ト
イ
レ

〈
文
部
省
施
設
〉

【
カ
ヌ
l
艇
庫
}

五
O
艇
収
容

519，000円411 ，000円、 10人槽7人槽
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広報ああず 2000 9月号

あなたとこのまちの21世紀のために10月1目、国勢調査を実施します。
5年に1度、日本に住んでいるすべての人を対象に行う大規模砿統計調査です。

-院長Ht阜市i.
調査票にd， してください

します

一一一一一一一一一堂一一一一一一一一一
・・町長国間否畑町生豆町i相・

詳しいことは、

企画調整課情報統計係

9月下旬から、調査員が皆さんのお宅に調

査票を配りにおうかがいします。調査票が

お手元に届いたう、 10月1日現在の皆さん

の状況を記入してください。記入していた

だく項目は、男女の別、出生の年月、就業

状態、通勤 -通学地、住居の種類芯ど22項

目です。記入していただいた内容は、統計

を作成するためだけに使い、調査票は集計

後に溶かします。調査票に書かれたことが

他にもれるととは絶対にありませんので、

ご安心ください。

10月9日までに、再び調査員が調査票を受

け取りにおうかがいします。

調査の結果は、今年の12月から公表します。

ます、人口や世帯数の速報値を、その後「高

齢者世帯の状況」や「労働力状態、産業別構

成」などを順次集計・公表していきます。

例えばこれらの調査結果は、まちづくりを

進める貴重な資料として役立てていきます。

現在、日本は人口の高齢化が急速に進んで

います。お年寄りが暮5しやすいまちをつ
くっていくためには、住宅や福祉、医療の

面でどういった対策が必要かを、調査結果

かう探っていきます。このほかにも、議員

定数を決めたり、都市計画を策定したり、

平均寿命を算出したり....。あなたとこの

まちの21世紀のために、国勢調査の結果老、

いろいろな分野で活用していきます。

。。童虐唾曾
平成12年10月1日(日)
9月下旬から調査員がおうかがいいたします。
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岡
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恥築

士
O
O歳】

何
場
円

胸

福

ナ

カ

ヨ

(

大

洲

)

日
η
d

{九
十
九
歳
】

dwv
中

岡
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岡
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ヱ
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若 9月15日は敬老の目。ご長寿の皆さんに対
し、心からお慶び申し上げます。今年7月末
日現在、大洲市内に居住されている90歳以上
の人は、昨年より44人増えて、 320人(男性80

人、女性240人)となっています。
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吉

(
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梅

崎

ミ

ツ

コ

(

徳

山

内

ミ

ヤ

ヱ

(

森

富

永

マ

ツ

子

(

菅

片

岡

常

子

(

中

伊

達

ハ

ル

ヤ

(

森

平

野

勲

(

新

清

水

キ

ヌ

子

(

菅

田谷山村田山森

松高村今松清宮松池河井久楠石大小大唐矢二城中往桝中中宮大大坂森一賓佐水白上竹

林井上泉井水本田田内上保野岡野倉成石野宮戸岡田田島村川島川本田山藤田本石杉田

シ
ゲ
子
(
新
谷
)

勝

子

(

市

木

)

モ

ン

(

新

谷

)

フ
サ
ヱ
(
菅
田
)

清

喜

(

大

洲

)

敏

雄

(

平

野

)

サ
ツ
コ
(
柳
沢
)

晴

(

新

谷

)

モ
ミ
ヱ
(
市
木
)

ミ

カ

(

稲

積

)

春

子

(

大

洲

)

千

春

(

米

津

)

ハ
ル
ミ
(
菅
田
)

ミ
サ
オ
(
新
谷
)

篤

美

(

若

宮

)

ミ
ツ
ヨ
(
西
大
洲
)

正
一
(
喜
多
山
)

コ
ト
ヱ
(
菅
田
)

ハ
ツ
ヱ
(
西
大
洲
)

田
鶴
子
(
新
谷
)

ヤ
ツ
ル
(
市
木
)

モ
ト
メ
(
新
谷
)

築

(

大

洲

)

滝

長

(

徳

森

)

シ
ズ
カ
(
藤
縄
)

マ
キ
ヨ
(
森
山
)

ウ
タ
子
(
若
宮
)

正

直

(

五

郎

)

ツ
ギ
ヨ
(
新
谷
)

サ
ト
ミ
(
阿
蔵
)

正
次
郎
(
新
谷
)

浪

子

(

平

野

)

シ
ヅ
コ
(
平
野
)

る
ゑ
子
(
柚
木
)

房

子

(

徳

森

)

タ

マ

(

市

木

)

キ
ヌ
ノ
(
大
洲
)

竹
夫
(
西
大
洲
)

6 

{
九
十
二
歳
】

漬

田

ア

キ

ノ

(

手

成

)

大

森

始

長

(

中

村

)

泉

ヒ

デ

子

(

新

谷

)

西

尾

繁

(

西

大

洲

)

笹

田

秋

(

大

洲

)

宮

元

数

美

(

新

谷

)

尾

中

平

八

(

阿

蔵

)

松

本

捷

賓

(

菅

田

)

賓

藤

キ

ク

コ

(

平

野

)

姫

野

初

枚

(

阿

蔵

)

藤

原

キ

ク

ヱ

(

徳

森

)

山

下

長

行

(

成

能

)

堀
之
内
光
好
(
八
多
喜
)

井

上

ヨ

シ

コ

(

新

谷

)

中

川

一

(

菅

田

)

富

永

ツ

タ

(

森

山

)

内

山

君

子

(

新

谷
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向

井
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ツ

ヨ

(

松

尾

)

山

中

チ

ヱ
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徳

森

)

梶
岡
ハ
ル
コ
(
八
多
喜
)

宮

元

ソ

ヨ

(

新

谷

)

大

野

富

士

江

(

新

谷

)

梶

谷

フ

ジ

コ

(

平

野

)

篠

崎

ク

ニ

カ

(

柳

沢

)

長

岡

ミ

ヤ

コ

(

菅

田

)

豊

川

ス

ミ

(

大

洲
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都

築

聖

次

(

中

村
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道

岡

か

ね

子

(

大

洲
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富

永
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上

田
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宮
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ナ

ミ
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谷
岡
マ
チ
コ
(
喜
多
山
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神

岡

藤

子

(

中

村

)

三

瀬

ヤ

ヱ

コ
(
五
郎
)

中

野

ハ

ナ

コ

(

菅

田

)

今

岡

キ

ヌ

ヱ

(

平

野

)

上

甲

ミ

ツ

子

(

春

賀

)
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機
小松山三大白松平都森森白梶奥性下山音金【西清成井守藤池上松村武大山藤佐秋植藤

九
西下本瀬谷岩井野築本岡石原田田波岡川房十野水岡上野本田甲本上知塚崎田野山木堂

千ヨ陽マトフ書ヒ長タ藤茂 賀千オフ西ヒ歳孝秋キ早マ竹定冨ミシ寅正トスト喜ハフ
恵シ太サシミ恵ロ ニ 代シジデ】 ク チ 士チゲ之クミミ美ナジ
子ヱ郎コヨコ子エ義ヱ雄義守子子ゲヨ尾子 行子ヱ男ヱ雄重島子子助男ヨヱノ子子ヱ

大大若若春大柚新米平新田春柚北稲菅新菅 田市五新大松柚稲上菅八喜中柚手西北市
多多

処木郎谷洲尾木積戒田喜山村木成洲只木洲洲宮宮賀洲木谷津野谷口賀木只積田谷田

原矢菊後入池越朝佐浅中中谷浅上中藤井長宗八安渡山西二菅河田西松村夏水寺直山田

野地藤野田智日野間岡原本野田野井藤尾元嶋 川 部田尾宮居野所山本田井本谷本本中

チシマミ蕎千カ 藤カ助スタタチサカイハ園ア里タ担トヨフ登タ義人アツ福シスフナ
エズサト代ヲ 子ガケカワメワル カミシジ 重ヤゲミジミ
子ヱコセ子子ル甫江コ市ヨカミヨヨコココ繁ヤ美ヱ慶コカコ代ニ弘子キ子春ヨヱヱヱ

平蔵市八大新田平新膏菅五平平市平若阿西西新大新稲若稲若平大米大平中平菅若藤八
多 大大 多

野 川 木喜洲谷口野谷田田郎野野木野宮蔵洲洲谷洲谷積宮積宮野洲津洲野村野田宮縄喜
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歳
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花
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村
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(
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直
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水
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菅

田
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大

洲
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町
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町
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中

村
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河

野

ノ

ブ
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(

菅

田

)

脇

坂

タ

キ

ヨ

(

若

宮

)

矢

野

ヨ

シ
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(

菅

田

)

渡

遺

ア

キ
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大

洲
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平
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大

洲
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白

石
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シ
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若

宮
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武
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太
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田

)

玉

井

幸

子

(

大

洲

)

中
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ス

ミ

子

(

中

村

)

須

内

初

子

(

大

洲

)

松

本
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幸
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横

野
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藤

岡

ヨ

シ
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大

洲
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山
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シ
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中
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)

松

岡

シ
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村
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西
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ル
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菅

田
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柴

田
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衛
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長
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シ
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菅

田

)
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岡
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子
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田

)

山
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新
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洲
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木
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田
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江

(
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宮

)
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坂

本
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新

谷
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大

洲
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柴

(

平

野

)

芝

田
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(
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宮
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村

)
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木
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野

)

織
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宮

茂

丸
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口

)
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石

好
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宮

)
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田

好
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)
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谷

)

田
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口

)
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)
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田
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柚

木

)
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野
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(

若

宮

)

大

本

ト
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(

柳

沢

)

大

藤

一

繁

(

八

多

喜

)

中

野

コ
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大
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)
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石
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田

)
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)
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(
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大

洲
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(
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木
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子

(
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城

桝

サ

ダ
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菅

田

)
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下

要

範
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梅
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)

田
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ヨ
コ
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多
喜
)
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保
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郎

(

八

多

喜

)

増

浦

ツ

タ

ヱ

(

田

処

)

(
l

敬
老
年
金
を
贈
り

i
す
l

i

l

-

-

一

一
大
洲
市
で
は
、
老
人
福
祉
の
推
進

V
場
所

肱
南

・
久
米
地
区

一

↑

の

た

め

、

敬

老

年

金

を

贈

り

ま

す

。

市

役

所

一

階

ロ

ピ

l

一

一
【
対
象
者
}

肱
北

・
喜
多
・

平
地
区

一

一

平

成

十

二

年

九

月

十

五

日

現

在

、

総

合

福

祉

セ

ン

タ

ー

-

一

大

洲

市

に

引

き

続

き

三

カ

月

以

上

住

一

階

ロ

ビ

l

一

一

所

が

あ

り

、

九

月

十

五

日

現

在

で

、

そ

の
他
の
地
区

各
連
絡
所
一

一
満
八
十
歳
以
上
の
人
。
(
大
正
九
年

V
持
参
品

印
鑑
・
通
知
の
は
が
き

一

-
九
月
十
六
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
)
詳
し
く
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

一

一
{
敬
老
年
金
の
支

給

}

内

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー
ま

で

。

一

一
V
日

時

九

月

十

八

日

・

十

九

日

告

③

0

3

1

2

-

一

午

前

九

時

j
午
後
四
時
三
O
分

」

川上田

タ輿チ鶴多友 fキ喬キフ毒秀 j賓フタ ミツ綾千益シチ
ケ太ヨ磨 ミヌ クミツル代ゲ
ミ郎コ松夫市るコ男子ミ雄雄子子ヨ豊エヱ子子築ヨカ

柳柳菅菅菅八平八春柳平若阿中菅田菅北柳五大菅徳田
多多

沢沢田田田喜野喜賀沢野宮蔵村田処田只沢郎洲田森口

尾川林野戸田田尾山崎原永村中門川野野田

三久鎌山福菊河井笹宮城高上後塚大冨米佐寺上大 二 井
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9月号広報あ街ず 2000

平成11年 4月1日

~平成12年 3月31日
平成11年度

市の財政事情を
大
洲
市
長

桝

田

お知らせします

輿一般会計予算執行状況

179億1.419万円仁コ 予算額

仁コ 執行額

179億1，419万円

円万

算

行
予

執
口
口

大
洲
市
財
政
状
況
の
公
表
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条

お
よ
び
地
方
公
営
企
業
法
第
四
十
条
の
二
の
規
定
に

よ
り
、
平
成
十

一
年
度
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

165億8，142万円出歳入歳

63億1.748万円
63億4，094万円

42億505万円
41億257万円

34億9，095万円
37億1.846万円

型空
E司 221:::;ZR

『ヨ同71
EZ習巴2Eヨ
ープ「型空杢三戸
皐塑l同7日
Eヨ宝習E22

27億4，211万円
23億2.425万円

18t意8，056万円
17億4，770万円

23億6，541万円
22億9，728万円

18億7，570万円
16億4，330万円

14億5，351万円
9億4，624万円

12億5，956万円
12億2，943万円

7億2，674万円
7億2，674万円

14億 686万円
9億6，124万円

4億1，941万円
4億1，946万円

6億7，843万円
6億4，790万円

3億7，951万円
3億7，951万円

10億5，041万円
9億5，571万円

13億7，033万円
13億8，401万円

50億円40 30 20 10 。。10 20 30 40 関601:意円

市税と市民負担の状況

8 

I頁
市 民 税 固定資産税 たばこ税 軽自動車税

.0. 
c 

目 制71:陸壁長 島 計

金 額 16億2，621万円 17億8，147万円 2億4.484万円 6，594万円 37億1，846万円

1世帯当たり 113，688円 124，543円 17，117円 4，609円 259，957円

1人当たり 41，655円 45，633円 6，271円 1，688円 95，247円

構成比 43.7% 47.9% 6.6% 1.8% 100.0% 
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(公債費の状況) (一般会計性質別予算執行状況)

区分 借入先

大蔵省

般 郵政省

~ 、そのイ也

計 小計

特 大蔵省

別 郵政省
~ 、その他

計 小計

ム口 計

種別
宅r-'-司. 地

山 林

田 土田

雑種地

件 現在高 一世帯当たり 一人当たり

124 66億9，920万円 468，344円 171，602円

ー48 23億2，940万円 162，849円 59，668円

120 87億8，431万円 614，115円 225，013円

292 178億1，291万円 1，245，308円 456，283円

39 34億8，766万円 243，823円 89，337円

41 15億7，254万円 109，936円 40，281円

25 12億8，392万円 89，759円 32，888円

105 63億4，412万円 443，518円 162，506円

397 241億5，703万円 1，688，826円 618，789円

(市有財産の状況)

面 積 等 金 額

596，926m' 51億3，779万円

2，858，541m' 9，782万円

114，093m' 1億9，059万円

131，352m' 10億2，569万円

自平成11年4月l日
至平成12年3月31日

普通建設事業費

34億1，178万円
(20.6%) 

歳出総額

165億8，142万円
(100%) 

補助費等

28億3，915万円
(17.1%) 

人件費

34億60万円
(20.5%) 

建 物 213，176m' 251億7，165万円

立 木 64.353m3 3億5，075万円 (事業会計の状況)
財 政 調 整 基 金 7億3，860万円 総収益 総費用 当期純利益
国民健康保険財政調整基金 4億1，632万円

土 地 開 ブマE、. 基 五人 6億2，691万円 工業用水道 721万円 620万円 101万円

その他特定目的基金 16億5，472万円 水 道 6億7，602万円 6億1，188万円 6，414万円
出 資 金 5億 931万円
ム口ー 計 39億4，586万円 病 院 33億1，492万円 31億9，831万円 l億1，661万円

特別会計
国民健康保険 国保診療所 老人保健 公共下水道事業 交通傷害保障

暴 間 轟長の状況 孟記 場.
予算現額 31億8，370万円 2，886万円 49億3，008万円 10億5，737万円 959万円

収入済額 33億2，244万円 2，619万円 48億6，774万円 9億6，129万円 999万円

支出済額 30億9，822万円 2，619万円 48億8，401万円 9億5，539万円 896万円

差 ヲ| 2億2，422万円 0万円 ¥ム 1，627万円J 590万円
'-- 103万四ノ

土地取得造成 住宅新築資金 簡易水道 農業集落排水 駐車場事業

輸
等貸付事業

rsO 毎}発 回A略¥
1，968万円 1億1，620万円 1億2，712万円 3，029万円 5，140万円

1，941万円 4，987万円 1億2，550万円 2，882万円 4，769万円

1，941万円 1億1，606万円 1億2，358万円 2，882万円 4，769万円

0円 ム 6，619万円 192万円 。円 0円ノ
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10/7佳)"'8(日)

ウ
ン
ド
で
移
動
動
物
園
・
乗
馬
体
験

な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
街
頭
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、

大
洲
高
等
学
校
(
宮
@
4
1
1
5
)

ま
で
。

大
洲
高
等
学
校
は
、
今
年
で
創
立
{
演
題
】

百
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

「
わ
が
人
物
取
材
法
」

「
藤
花
百
年
夢
の
は
じ
ま
り
」
【
講
師
}
村
上
護

(作
家
)

の
記
念
一
ア
l
マ

の

も

と

、

い

ろ

い

ろ

昭

和

三
十
五
年
卒
業

な
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

記
念
音
楽
会
(
入
場
無
料
)

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
お
楽
し
み
い
第
三
十
三
回
愛
媛
県
高
等
学
校

た
だ
け
る
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

音
楽
教
員
研
究
演
奏
会

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

{
日
時
】
十
月
七
日
出

記

念

講

演

会

(

聴

講

無

料

)

午

前

十

一
時
か
ら

村

上

護

講

演

会

{

場

所

}

大

洲

市

民

会

館

大

ホ

l
ル

{

日

時

】

十

月

七

日

出

入

場

整

理

券

は

必

要

あ

り

ま

せ

ん

。

午
前
九
時
か
ら

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

、
{
場
所
】
大
洲
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
こ
の
ほ
か
、
大
洲
高
校
第
一
グ
ラ

。
?
?
ふ
ふ
。
÷
ふ
O
A

や
や
や
ふ
O
A

品工。ふ
2
品
る
み
。
+
品
。
令
。
?
ふ
。
ふ
。
や
み
。
や
み
よ
。
ふ
。
A

やみ
E
晶玉
f
晶玉。み。品。
A
T
ふ
。
令
令
み
O
A

品
す
み
よ
。
ふ
。
。
?
み
ー
や
品
。
。
?
ふ
。
4
T
。?÷

芸2Fラ"村
参加スタッフ大募集/

11月3日開催

すず浪漫祭

局

係

川

会

所

目

務

2

2
員
義
臼

事

課

第

線

委

=E
-

策
内
-
ヲ
会

M

県
光
吋
制
年
以
お
お
ず
浪
漫
祭
事
務
局
で
は
、
今

時
観
げ
い
相
官
一
同
F

年
も
知
恵
と
汗
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

く
引

D

H
U

お
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
「
お
ま
つ

抑
ェ
ピ
約
一
日
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
」
を
募

1

2

集
し
ま
す
。

お
高
ま
包
お
細
密
さ

肱
南
地
区
の
お
は
な
は
ん
通
り
や

中
町
三
丁
目
、
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
な

ど
を
会
場
に
、
大
道
芸
や
人
力
車
夫
、

あ
る
い
は
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
の
デ

ザ
イ
ン
、
会
場
周
辺
を
昔
懐
か
し
い

雰
囲
気
に
飾
る
な
ど
、
あ
な
た
の
ア

イ
デ
ア
と
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
今
す
ぐ
、
お
お
ず
浪
漫
祭
事
務
局

へ
お
電
話
を
/

大
洲
ま
つ
り
の
一
貫
と
し
て
肱
北
・

緑
地
公
園
で
行
わ
れ
る
お
ま
つ
り
村

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
出
居
希
望
者

を
募
集
し
ま
す
。

参
加
を
希
望
す
る
人
・
グ
ル
ー
プ

は
、
岡
大
洲
青
年
会
議
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
説
明
書
を

お
送
り
し
ま
す
。

{
応
募
方
法
}

氏
名
・
住
所

・
勤
務
先

・
連
絡
先
・

な
に
を
販
売
す
る
か
を
詳
し
く
記
入

の
上
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

{
締
め
切
り
】
九
月
二
十
五
日
開

午
後
四
時
ま
で

詳
し
く
は
、
佃
大
洲
青
年
会
議
所

ま
で
。

て
'
E
M
 つ

-」
4
リ，af
 

由円

八
ハ
例

都
料
渚
険

M
U

保
蹴
寝

F
D
晶
、
川
1
.

n
O
4帽
a

，

急
速
に
進
む
高
齢
化
社
会
を
私
た

ち
の
社
会
全
体
で
支
え
合
う
た
め
、

四
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
四
十
歳
以
上
の
皆

さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
で
、
介
護
が

必
要
な
人
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

こ
の
う
ち
、
六
十
五
歳
以
上
の
人

(
第
一
号
被
保
険
者
)
に
納
め
て
い

た
だ
く
保
険
料
は
、
次
の
よ
う
な
取

り
扱
い
に
な
り
ま
す
。

一
原
則
と
し
て
、
現
在
受
け
取
っ

て
い
る
年
金
か
ら
天
引
き
(
特
別

徴
収
)
の
方
法
に
よ
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
遺
族
年
金
、
障
害
年

金
な
ど
か
ら
は
天
引
き
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

二
次
の
人
は
、
年
金
か
ら
天
引
き

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

市
税
な
ど
と
同
じ
方
法
(
普
通
徴

収
)
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

①
対
象
と
な
る
年
金
の
受
取
額
が

高齢福祉課

介護保険管理係

宮24-2111内線171

10 

年
額
十
八
万
円
未
満
の
人

②
四
月
一
日
以
降
に
六
十
五
歳
に

な
っ
た
人

③
四
月
一
日
以
降
に
他
の
市
町
村

か
ら
大
洲
市
に
転
入
し
た
人

三
平
成
十
二
年
度
の
保
険
料
の
年

額
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

(
平
成
十
二
年
度
は
国
の
特
別
対

策
に
よ
り
、
金
額
が
約
四
分
の
一

に
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
)

介護保険料一覧表 (65歳以上)

対 象 金額

世帯全員が市民税非課税の世帯で
4，200円1 老齢福祉年金を受給している人

2世帯全員が市民税非課税世帯 6，300円の人

3本人が市民税非課税の人 8，500円

4本人が市民税課税で合計所得 10，600円金額が250万円未満の人
5本人が市民税課税で合計所得 12，700円金額が250万円以上の人

四
平
成
十
二
年
度
の
普
通
徴
収
の

納
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
十
二
年
度
は
、
国
の
特
別
対

策
に
よ
り
十
月
以
降
に
徴
収
さ
れ
ま

す
。

第

一
期

十

月

第

二

期

十

一

月

第

三

期

一

月

第

四

期

三

月

な
お
、
四
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未

満
の
人
(
第
二
号
被
保
険
者
)
は
、

現
在
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保

険
料
に
上
乗
せ
し
て
納
付
し
ま
す
。

六
十
五
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢

福
祉
課
介
護
保
険
管
理
係
ま
で
。



ー
よ
み
が
え
る

歴
史
・
文
化
・
風
景
|

大
洲
再
発
見

こ
の
展
覧
会
は
、
大
洲
の
中
世
か

ら
近
代
ま
で
の
歴
史
と
、
多
く
の
文

化
人
を
輩
出
し
た
大
洲
の
文
化
を
見

直
す
た
め
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

高
速
道
路
で
つ
な
が
っ
た
大
洲
か

ら
伊
予
市
の
聞
は
ま
さ
し
く
近
世
の

大
洲
藩
領
に
あ
た
り
、
こ
の
領
域
を

範
囲
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

{
開
催
期
間
】
九
月
二
十
三
日
出
j

十

一
月
五
日
同

{
開
館
時
間
】

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

※
入
場
は
午
後
四
時
三

O
分
ま
で

{
休
館
日
}
月
曜
日

(
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
、
翌
日
)

【
会
場
}
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

(
字
和
町
)

己んい とおどLおけがわにまいど う 〈そ〈

紺糸威桶側二枚胴具足
江戸時代前期如法寺蔵・
愛媛県歴史文化博物館保管
広報おおす8月号でも掲載し
たこの兜は、鵜の羽毛を植え込
んだ長烏帽子形兜、目聞は伊予札
を紺糸で威した桶側目聞である。
陣羽織も鵜の羽毛を植え込んだ
珍しいもので、2代藩主加藤泰
興の所用品。兜は寛永14(1637)
年に島原の乱が起こった際、出
陣に備えて製作されたもの。

告

0
8
9
4
1
6
2
1
6
2
2
2

【
観
覧
料
}

大
人
(
高
校
生
以
上
)
五
百
円

小
中
学
生
以
下
・
満
六
十
五
歳
以

上
は
無
料

今
回
の
テ
l
マ
展
は
、
①
中
世
大

洲
の
在
地
領
主
宇
都
宮
氏
か
ら
近
世

大
洲
藩
の
藩
主
加
瀬
氏
へ
の
歴
史
、

②
中
江
藤
樹
、
盤
珪
な
ど
の
大
洲
の

文
化
を
担
っ
た
文
化
人
の
活
動
、
③

古
い
画
像
・
映
像
に
よ
る
近
代
大
洲

の
風
景
の
紹
介
の
三
つ
の
柱
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

て〈展
い中中示
た世世内
字喜か容
都多ら
宮郡近
氏で世

鍛造両首主主自議員廷 に大へ
江戸時代中期愛媛県歴史文化博物館蔵 はき V
カラーでご紹介できないのが残念。元服の際 1てか

議臨時?協議EbtAf雪景加討
兜の眉庇吹き返しゃ胴の胸板・脇板・寵手ゐりを
手甲などには、金箔を置きその上から透き漆を 、持
かける白檀塗りが施されるなど大名物にふさわ蹄司
しい凝った作りとなっている。 弔~ ♂ 
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国
時
代
の
大
洲
の
武
将
た
ち
ゃ
、
豊

臣
秀
吉
の
四
国
平
定
以
後
江
戸
初
期

に
か
け
て
大
洲
を
治
め
た
、
小
早
川

隆
景
、
戸
田
勝
隆
、
藤
堂
高
虎
、
脇

坂
安
治
に
つ
い
て
、
主
に
大
洲
ゆ
か

り
の
古
文
書
を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。

八
大
洲
藩
加
藤
家
と
そ
の
時
代

V

歴
代
藩
主
の
甲
胃
を
中
心
と
す
る

武
具
、
大
洲
域
に
関
わ
る
古
絵
図
や

天
守
閣
雛
形
な
ど
の
資
料
に
よ
り
紹

介
し
ま
す
。
大
洲
の
シ
ン
ボ
ル
と
も

い
え
る
大
洲
城
に
つ
い
て
は
新
し
く

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
に

よ
る
復
元
を
行
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
〔
大
洲
藩
領
の
村

々
〕
〔
大
洲
藩
の
文
化
と
学
問
〕

〔
近
代
大
洲
の
風
景
〕
に
よ
り
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

(
次
回
へ
)

〈ろう事し硲りつる宮舎え〈ら

黒漆塗鶴蒔絵綾
享保6(1721)年愛媛県歴史文化博物館蔵
全体を黒漆で塗り、鶴を蒔絵で表した鞍
である。4代藩主加藤泰統が製作させたも
ので、明和 3(1766)年 6代藩主泰武の時に、
蒔絵を施している。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
権
を

〈
ら
し
の
な
か
に

じ
ん
け
ん
に
ん
げ
ん
か
ん
け
い
し
。
か
い
か
ん
け
い

「
人
権
は
人
間
関
係
、
社
会
関
係

き

日

ん

じ

ん
け
ん

の
基
本
」
で
あ
る
こ
と
を
、
「
人
権

き
ょ
う
U
く
こ
く
れ
ん
じ
ゅ
、
つ
ね
ん
こ
う
と
う
け
い
か
く

教
育
の
た
め
の
国
連
十
年
行
動
計
画
」

会
C

よ、つ弘
d

よ、つ

は
強
調
し
て
い
ま
す
ι

み

し

ひ

と

び

と

ゆ

か

見
ず
知
ら
ず
の
人
々
が
行
き
交
う

し
ヰ
カ
U

そ
ん
さ
U

む

し

社
会
に
も
十

「
存
在
」
を
無
視
さ
れ

た
く
な
い
同
じ
人
聞
が
い
る
こ
と
を

つ

ね

い

し

き

あ

常
に
意
識
し
合
う
こ
と
が
、
人
間
関

係
防
法
本
で
あ
ゅ
んぶん
入
品
ほ
初
旬
、
庁
一

最
近
γ

あ
る
新
聞
の
投
書
欄
に

一

さ
iv
ょ

ん

げ

つ

む

す
め

歳
四
ヵ
月
の
娘
を
も
っ

三
十
一
歳
の

し

ゅ

ふ

カ

た

つ

き

ぷ

ん

よ

主
婦
の
方
が
、
次
の
よ
う
な
文
を
寄

せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

せ

ん

じ

つ

ち

か

ν
よ
く
り
ょ
う

、，

「
先
官
、
デ
パ
ー
ト
の
地
下
食
料

U
人

、

つ

は

わ

品
売
り
場
で
娘
を
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
乗

カ

も

の

と

き

せ
、
買
い
物
を
し
て
い
た
時
の
こ
と

わ

た

し

じ

ゃ

ま

で
す
。
私
は
で
き
る
だ
け
人
の
邪
魔

に
な
ら
な
い
よ
う
に
買
い
物
を
し
て

こ、っ
こ
』
っ
せ
し

ド
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
南
校
生
か

た
し
カ
〈
ぜ
lv
ふ
う

お
人

な

こ

ふ

え

り

づ

大
学
生
風
の
女
の
子
二
人
連
れ
が
ぶ

い
き
お

つ
か
ら
ん
ば
か
り
に
勢
い
よ
く
か
た

ょ

こ

さ

ち

カ

わ
ら
を
横
切
り
、
す
れ
違
い
ざ
ま
に

『も
た
も
た
す
ん
な
よ
、
こ
の
お
ばさけ

は
ん
」
と
、
私
を
に
ら
み
な
が
ら
叫

ん
で
行
っ
た
の
で
す
。

私
は
問
、つ
ぜ
ん
と
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
確
か
に
も
た
も
た
し
て
い
た

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
し
て

カ

の

じ

よ

お

も

げ

ん

も
彼
女
た
ち
の
思
い
や
り
の
な
い
言

と

う

た

い

さ

び

お

ほ

動
に
対
し
て
、
寂
し
さ
を
覚
え
て
し

(
十
)

No.263 

人
権
と
同
和
教
育まち

あ

る

ま
い
ま
し
た
。
さ
っ
そ
う
と
街
を
歩

い
て
い
る
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
、
私

ち
U

こ

も

は

は

お

や

た
ち
小
さ
な
子
ど
も
を
持
つ
母
親
や
、

う

ご

と

し

ょ

ゆ
っ
く
り
と
し
ゅ
撒
け
な
い
お
年
寄

り
の
方
た
ち
は
自
分
た
ち
の
邪
魔
に

な
る
存
在
と
し
て
し
か
映
ら
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

し

よ

う

ら

い

た

ち

ば

将
来
、
嚇
女
た
ち
も
同
じ
立
場
に

な
っ
た
ら
分
か
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う

カ

ん

カ

あ

い

て

か
と
考
え
つ
つ
、
娘
に
も
相
手
を
思

や

さ

こ

こ
ろ

い
や
れ
る
優
し
い
心
を
持
っ
た
人
間

そ

丈

化

、

ヵ

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
わ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。」
(
後
略
)

ち

カ

こ

ろ

じ

れ

い

お

お

近
頃
、
こ
う
い
、♀
苧
例
が
多
く
な
っ

て
き
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

思
い
や
り
の
心
と
は
、
人
の
心
の

痛
み
が
わ
か
り
、
相
手
の
立
場
に
立
っ

て
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
心
で
す
。

カ

い

け

つ

じ

ん

思
い
や
り
だ
け
で
解
決
で
き
な
い
人

け
ん
も
ん
だ
し

権
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
人
に
対
し

て
思
い
や
り
の
心
を
も
つ
こ
と
は
、

じ
ん
け
ん
そ
ん

ち

ょ

う

せ

い

し

ん

き

ば

ん

人
権
活
渇
(初
滑
榊
初
塁
盤
一
い
け

γい
か
っ

人
権
学
習
の
教
材
は
、
;
官
常
生
活

-
A
ι

・一A
A
Jハ
カ

初
勺
う
か
山
鳴
り
ま
す
。
人
湾
問
化
の

創
造
を
目
指
す
私
た
ち
は
、
自
ら
を

ふ

か

え

き

ょ

う

く
ん

い

振
り
返
り
、
教
訓
と
し
て
生
か
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
h
けノ
F

‘
 

11 



12 

9月号

太
鼓
門
の
復
元

こ
の
松
本
城
の
二
の
丸
正
門
と
し

て
平
成
十
一
年
三
月
に
、
天
守
聞
か

ら
遠
い
山
並
み
ま
で
を
望
む
太
鼓
門

が
復
元
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
に
取
り

壊
さ
れ
て
以
来
百
二
十
八
年
を
経
て
、

往
時
の
堂
々
と
し
た
姿
で
匙
っ
た
の

で
す
。
総
工
費
約
六
億
二
千
万
円
、

三
年
の
年
月
を
費
や
し
造
ら
れ
た
こ

の
門
は
、
二
階
建
て
の
本
瓦
葺
き
で
、

高
さ
は
一
一
・
六
五

m
も
あ
る
大
変

大
き
な
門
で
す
。

こ
の
松
本
城
に
は
、
年
間
七
十
万

人
を
超
す
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
ま

た
、
二
度
、
三
度
訪
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー

も
少
な
く
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
人
々

は
、
国
宝
松
本
城
の
雄
姿
に
目
を
奪

わ
れ
、
そ
し
て
雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス

の
自
然
美
と
壮
麗
な
五
層
天
守
が
放

っ
建
築
美
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
魅

了
さ
れ
る
の
で
す
。

平成12年7月1固まで

に皆織か5お寄せいただ

いた復元のための募金額

は、 161，343，978円

です。

ャ
汐
ぺ
日
u
汐

肱
南
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

手城
多の

三ぁ
55る
重量風
震景
面ず④

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市制施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコー
ナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策係 合 24-2111内線222

広報ああず 2000

7
月
市
日
∞

毎
年
全
国
各
地
で
行
な
わ
れ
る
観

光
地
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
今
年
は

大
洲
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
城

長
野
県
松
本
市
は
、
日
本
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
西
に
北
ア
ル
プ
ス

連
峰
、
東
に
美
ケ
原
高
原
な
ど
雄
大

な
山
々
に
固
ま
れ
、
美
し
い
自
然
と

暮
ら
し
ゃ
す
い
気
候
に
恵
ま
れ
た
日

本
有
数
の
観
光
地
と
し
て
大
変
有
名

で
す
。
ま
た
、
そ
の
豊
か
な
自
然
環

境
に
加
え
、
古
い
歴
史
と
伝
統
の
あ

る
こ
の
町
の
中
心
部
に
は
、
「
国
宝

松
本
城
」
が
悠
然
と
そ
び
え
ま
す
。

松
本
城
は
、
永
正
元
年
(
一
五

O

四
)
信
濃
守
護
小
笠
原
氏
の
創
始
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
天
正

十
八
年
(
一
五
九
O
)
豊
臣
秀
吉
は

徳
川
家
康
を
関
東
に
封
じ
込
め
る
と
、

松
本
城
に
は
石
川
数
正
を
八
万
石
で

送
り
込
み
、
関
東
包
囲
網

の
一
翼
を
担
わ
せ
た
の
で

す。

i

天
守
造
営
は
子
の
康
長

引
に
よ

っ
て
行
わ
れ
、
文
禄

円

三
年
亡
い
五
九
四
)
に
、

捕

天

守
、
乾
小
天
守
、
渡
櫓

聞

の

三
櫓
が
造
営
さ
れ
ま
し

辰

た

。

守

そ

の

後

、
江
戸
時
代
に

天

な

っ
て
、
家
康
の
孫
松
平

貯
翼
政
に
よ

っ
て
月
見
櫓
と

小
辰
巳
附
櫓
が
付
設
さ
れ
、

崎
戦
国
の
武
骨
さ
と
泰
平
の

か
優
雅
さ
が
程
好
く
調
和
し

喧
た
五
棟
の
天
守
群
が
完
成

4

し
ま
し
た
。

企みんなで空き缶を拾おう/

企カメラのおじさん見て/

復元木淵城

かむら版

肱
川
河
川
敷
や
臥
龍
山
荘
な
ど
で

は
児
童
に
よ
る
空
き
缶
拾
い
が
行
な

わ
れ
、
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
周
辺
で
は

観
光
協
会
の
関
係
者
ら
に
よ
る

P
R

活
動
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
大
洲
小
学
校
の
児
童
、

観
光
協
会
な
ど
の
関
係
者
の
皆
さ
ん

が
肱
南
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
合
し
、
美

化
・

P
R
活
動
と
し
て
、
肱
川
カ

ン

ト
リ
ー
作
戦
や
、
観
光
地
の
美
化
を

呼
び
か
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い

ま
し
た
。

A北アルプスを背景に天守、太鼓門が並ぶ

ひょうたんづくり20年以上、過去に愛媛県知事賞などの
受賞経験を持つ山下さん(写真中央)は、専用のハウスで
本格的にひょうたんづくりに取り組んでいます。
7月20日海の日には、「全日本愛瓢会」のメンバーで愛
媛県内の霊好家ら約40人が久米公民館を訪れ、自慢のひょ
うたんの鑑賞会を行いました。
総理大臣賞を受賞したひょうたんは、最も大きい部分で
E閉まわり135cm、高さ73cmの大作です。今回の受賞は、大
きさ、形の美しさなど、全体のバランスを総合的に評価さ
れてのもので、「大きさで一番になれたらなアと思っていま
したが、形の美しさなども含めての日本ーになるとは 。」
と予想以上の成績にうれしそうな表情で喜びを語りました。

茂さん(阿蔵)

ひょうたんづくり日本一
山下総理大臣賞受賞



守盆

第22回目の大会(主催。愛媛県消防協会)ガ五郎大橋上流河川敷クラウン
ドで行われ、出場者 ・大会関係者約500人ガ参加しました。この日は、時折雨
の降る天候でしたが、迅速な行動とチームワク、正確な動作で士気の高かった
肱川町消防団第5分団、長浜町消防団大和分団第2部、大洲市消防団新谷分
団か.小型ポンプの部で入賞、大洲市消防団肱北分団第 1部と第2部がそれぞ
れポンプ自動車の部で入賞しました。

放置自転車をなくそう

0R伊予大洲駅前などの放置自転車をなくそうと、大洲警察署、
交通安全協会、 0R、市関係者らが参加して f放置自転車をなく
そう運動jガ行なわれました。放置されていると思われる自転車約
300台に警告票を姑り付けて、持ち主への呼ぴ力、けを行いました。
早く移動しないと撤去されますよ!

守盆 お疲れさまでした/

恒例の市内一斉清掃で、私たちのまちガー層きれいになりました。
この臼は、朝早く力、ら市内各地で空き缶やごみ拾い、草刈りなど
の清掃活動ガ行われました。
皆さん、ご協力ありか.とうごさいました。

3
3
5
3
3
3
3右手
3
3
3
3
5
3
2
5
3
3主
主
主
主

3
3
2
;
;
5
3
2

アマチュア無線で大洲をPR守会心

。¥口 CQ"'aJ富士山展望台から遠くのアマチュア無線愛好
家と交信して、大洲の好さをPR。今年で10年目を迎える大洲ハム ・
フ工スティパJしガ23日に行なわれまレた。この日も実行委員会のメ
ンバーが無線交信で大洲をPRしていました。

守あ みなさん

合‘

トモウシマスGreen R. Sean 

。¥ジメマシテSeanR Gr田nトモウシマス !J と桝田市長にあ
いさっしたのは、 7月から英語指導助手に怠ったショーン .R・ク
リーンさん。ニューヨーク州出身で、大学を卒業したばかりのフレッ
シユマンですガ、日本(京都)での留学経験もあるそうです。私た
ちより日本文化に詳しいかも。
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保健センター合23-0310

いきいき

Lite 

実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

2
階
で
す
。

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
9
月

5
日

例

平

成

ロ

年

4
月
生
※

0
9
月
ロ
日

ω
平
成
日
年
2
月
生

0
9
月

初

日

附

平

成

9
年

8
月
生

受

付

時

間

日

時

1
日
時
却
分

持

参

品

母

子

手

帳

・

ア

ン

ケ

ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル
(
※
の
み
)

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
}

0
9
月
四
日
開
平
成
日
年
日
月
生

受
付
時
間

9
時
却
分
j
叩
時

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

日明祭日の当番医|

9月3日菊原医院(八多喜)

ft26-0103 

菊原外科医院(若宮)

院(長浜)

ft52-2883 

本条脳神経外科(東大洲)

ft24-4646 

医水清

(日)

9月10日

(日)

9月15日

(金)

パ
ス
タ
オ
ル

【
健
康
相
談
・
栄
養
相
談
】
予
約
制

0
9
月
白
日
開

相

談

時

間

叩

時
j

U
時
、
日
時
j
日
時

持

参

品

健

康

手

帳

成
人
病
(
生
活
習
慣
病
予
防
)

検
診
・
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

検
診
の
目
的
の
ひ
と
つ
は
、
現
在
の

健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
生
活

習
慣
病
な
ど
の
病
気
を
早
期
発
見
・
治

療
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ

は
、
検
査
結
果
を
参
考
に
し
て
生
活
習

慣
を
改
善
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
を
さ
れ
た
人
に
は
、
問
診

票
を
お
送
り
し
ま
す
。
記
入
し
て
、
当

日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

-R成人
病
・
結
核
検
査
、
肺
・
胃
・
大

腸
・
婦
人
が
ん
検
診

O
新
谷
連
絡
所

9
月
四
日

ω・
初
日
同
・
幻
日
嗣

O
保
健
セ
ン
タ
ー

9
月
幻
日
凶

-R成人
病
・
結
核
検
診
、
肺
・
胃
・
大

腸
が
ん
検
診

(
婦
人
が
ん
検
診
は
あ
り
ま
せ
ん
)

O
上
須
戒
連
絡
所

9
月

7
日
附

O
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

9
月
日
日
同

O
大
川
連
絡
所

ft24-2841 

石村整形医院(若宮)

ft23-5767 

大洲記念病院(徳森)

9月17日

(日)

9月23日

9
月
日
日
同

ft25-2022 

郷緒小児科(西大洲)

ft24-3936 

出

9月24日

(日)

貴
婦
人
が
ん
健
診

O
三
善
連
絡
所

9
月
沼
日
ω出

向
歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
。

時
間

・
料
金
に
つ
い
て
は
、
健
康
チ
ェ
ッ

ク
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大

洲

保

健

所

予
約
制

【
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
】

O
第

1
・
3
火

曜

日

日

時

1
ロ
時

【
難
病
医
療
相
談
】

O
第

3
火

曜

日

日

時

j
日
時

【
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第

3
木

曜

日

目

時

j

U
時

{
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第

3
金

曜

日

目

時

j
日
時

【
思
春
期
保
健
相
談
}

O
第

3
金

曜

日

目

時

j
日
時

{
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

0
9
月

却

日

凶

日

時

i
日
時

対
象
就
学
前
児
童

(
4
j
6歳
)

内
容
歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ツ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

救急当番病院

9
月
7
日
同

市
立
大
洲
病
院
日
時
j

U
時

建
設
省
四
園
地
方
建
設
局
大
洲
工
事
事

務

所

日

時

加

分

j

M

時

却

分洲

ー

大

5

東

5

白

骨

凡

凋

斗

病

一

央

4

中

2

洲

宮
大

曜日によって救急当番病院は変

わります。昼間・夜間の急患など、

ご相談は、その日の当番病院まで。

市立大洲病院(西大洲)

まま24-2151

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

月・火曜日

日

木~臼曜日

曜水

九
月
新
刊
案
内

世
紀
の
「
大
疑
問
」
雑
学
博
士
協
会
編

な
ぜ
か
オ
ト
コ
還
の
い
い
女
性
悪
い
女

性

井

形

慶

子

著

江
戸
の
中
間
管
理
職
長
谷
川
平
蔵

西
尾
忠
久
著

名
所
旧
跡
旅
ゆ
け
ば
誰
も
書
か
な
い
ウ

ラ

の

話

抑

こ

ま

つ

ば

ら

し

げ

お

著

基
礎
古
文
書
の
こ
と
ば
秋
山
高
志
監
修

断
固
、
不
良
中
年
で
行
こ
う
/

嵐
山
光
三
郎
著

東
電

O
L
殺

人

事

件

佐

野

巽

一

著

裁

判

の

カ

ラ

ク

リ

山

口

宏

ほ

か

著

子
ど
も
の
し
つ
け
に
近
道
は
な
い

鈴
木
登
紀
子
著

何
が
正
し
い
経
済
政
策
か
井
上
謙
吾
著

総
合
学
習
と
教
育
課
程
経
営
新
井
孝
喜
監
修

心
の
壊
れ
た
子
ど
も
た
ち町

沢

静

夫

著

日
本
の
警
察
が
ダ
メ
に
な
っ
た
叩
の
事

情
久
保
博
司
・
別
冊
宝
島
編
集
部
著

母
さ
ん
父
さ
ん
、
楽
に
な
ろ
う
碇

浩

一

著

権
力
の
失
墜
上
・
下

ボ
ブ
・
ウ
ッ
ド
ワ

l
ド
著

石
原
慎
太
郎
の
東
京
大
改
革

東
京
新
聞
社
会
部
著

証

拠

は

語

る

須

藤

武

雄

ほ

か

著

神
様
が
く
れ
た

H
I
V

北
山
揚
子
著

日
本
人
の
清
潔
が
ア
ブ
ナ
イ
!

藤
田
紘
一
郎
著

シ
ン
プ
ル
収
納
の
大
原
則本
多
弘
美
監
修

ポ
ッ
プ
&
ハ
ッ
ピ
ー
な
、
ビ

l
ズ
ア
ク
セ

サ

リ

ー

キ

リ

ク

著

お
箸
で
ど
う
ぞ
、
わ
が
家
の
パ
ス
タ
&

ピ

ッ

ツ

ァ

飯

塚

宏

子

著

14 

ま
ち
づ
く
り
の
中
の
小
売
業石
原
武
政
著

育
て
て
飾
る
野
の
花
を
楽
し
む
本講
談
社

高
齢
者
の
た
め
の
お
た
の
し
み
会
ア
イ

デ

ア

集

今

井

弘

雄

著

礼
状
と
返
信
文
例
集
新
星
出
版
社
編

愚
痴
世
迷
い
冗
句
・
人
生
編

竹
内
伸
二
郎
著

四

人

家

族

鎌

田

敏

夫

著

恋

情

藤

本

ひ

と

み

著

虜

藤

田

宜

永

著

棟

居

刑

事

の

悪

の

器

森

村

誠

一
著

殉

霊

街

健

二
著

最

後

の

歌

冴

桐

由

著

成

就

者

た

ち

佐

木

隆

三

著

レ

キ

オ

ス

池

上

永

一

著

人
の
気
も
知
ら
な
い
で
永
倉
高
治
著

本

能

寺

上

・
下

池

宮

彰

一

郎

著

蓄
薮
の
木
枇
杷
の
木
棒
榛
の
木
江
園
香
織
著

林
真
理
子
著

赤
川
次
郎
著

宮
部
み
ゆ
き
著

黒
岩
秀
子
著

小
手
鞠
る
い
著

安
部
譲
二
著

花
探
し

恐
怖
の
報
酬

ぼ
ん
く
ら

女
房
の
狸
寝
入
り

そ
れ
で
も
元
気
な
私

塀
の
外
の
同
窓
会

お
と
な
二
人
の
午
後

五
木
寛
之
・
塩
野
七
生
著

M
の

日

記

ロ

l
ラ
・
リ

1
ズ
著

ダ

1
ウ
イ
ン
の
使
者
上
下

G
-
ベ
ア
著

九
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

郷
土
の
歴
史
講
座

「
写
真
で
み
る
大
洲
の
歴
史
」

講
師
村
上
恒
夫
先
生

日
時

9
月
幻
日
嗣

(
9時
加
分
j

U
時
叩
分
)

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

。
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
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側土居鉄工所

ft24-4519 

備)菊地浄化槽センター

ft24-0013 

惰)南予水道住設

ft25-1350 

松浦建設側

ft25-5335 

(有)星加水道設備

ft26-0020 

(有)アサノ設備

包 24 -0 783 

徳森設備

ft25-4023 

佐藤水道庖

ft24-4410 

(有)丸電工業

ft24-5351 

上甲建設側

ft24-5914 

(有)三原設備

ft24-3783 

滝田商庖

ft25-0901 

(有)いの水道設備

合 24-2 2 1 6 

西田水道庖

ft26-0265 

(有)内田電気水道設備

ft25-2858 

淳山水道工事庖

ft24-2583 

傭)オクダ設備

ft25-4107 

伊予屋住設

ft24-2541 

(紛西 田興産

ft25-2197 

岡福水道工事庖

まま 24 -3 656 

市

首

住

宅

の

入

居

申

込

受

付

市
営
住
宅
の
入
居
申
込
受
付
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

【
申
込
受
付
期
間
}

平
成
四
年
目
月
2
日
開
1
日
日

ωの

7
日
間
(
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
祭
日

を
除
く
)
で
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
の
問

【
申
込
受
付
場
所
】

大
洲
市
役
所

(
3
階
)

監
理
課
公
営
住
宅
係

{
拍
せ
ん
会
開
催
予
定
日
時
】

平
成
四
年
目
月
四
日
制

午
後
2
時
か
ら

【
抽
せ
ん
会
会
場
】

大
洲
市
役
所

(
2
階

)

大

ホ

l
ル

【
入
居
申
込
資
格
}

-
市
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
有

す
る
者
で
あ
る
こ
と

2

現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

3

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ

7
Q
こ
シ
」

4

収
入
基
準
に
該
当
す
る
者
で
あ
る

こ
ト
」現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

5 

水道業者の

緊急漏水当番

9月2目的

が
明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と

6

そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
事

項
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
役
所

(
3
階
)

監
理
課
公
営
住
宅
係

告

@
2
1
1
1
(
内
線
3
8
2
)

入
居
申
込
を
希
望
す
る
人
は
、

9
月

1
日
以
降
公
営
住
宅
係
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。家

屋

の

調

査

今
年
、
新
築
ま
た
は
増
改
築
及
び
取

り
壊
し
を
し
た
家
屋
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
実
地
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
調
査
期
間
】

平
成
ロ
年
9
月
中
旬
か
ら

平
成
日
年
1
月
下
旬
ま
で

【
対
象
家
屋
】

平
成
ロ
年
1
月
2
日
以
降
に
新
増
築

さ
れ
た
家
屋
及
び
取
り
壊
さ
れ
た
家
屋

な
お
、
取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
は
、
調

査
漏
れ
に
よ
り
引
き
続
き
課
税
さ
れ
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
次
に
該
当
す

る
場
合
は
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

川
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
で
滅
失
登
記

を
さ
れ
て
い
な
い
場
合

9月3日(日)

9月9日目

9月10日(日)

凶
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
の
場
合

詳
し
く
は
、
税
務
課
固
定
資
産
税
係

ま
で

8
@
2
1
1
1
(
内
線
1
2
6
)

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
1
2級

課

程

養

成

講

習

会

【
期
間
}

平
成
ロ
年
目
月
l
平
成
日
年
2
月

開
講
式
叩
月
4
日
制

【
場
所
】
八
幡
浜
市
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
旧
八
幡
浜
地
方
局
)

【
対
象
者
】

・
母
子
家
庭
の
母
及
び
そ
の
子
女
ま
た

は
寡
婦
の
人

-
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

I
に
就
業
を
希
望
し

て
い
る
人

-
全
課
程
受
講
可
能
な
人

【
募
集
人
員
}
却
人

【
受
講
料
】
無
料

た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代

6
，
8
0
0
円
は
自
己
負
担

{
修
了
証
明
書
の
交
付
】

全
課
程
修
了
者
に
は
修
了
証
明
書
及

び
携
帯
用
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

【
申
込
期
日
】

平
成
ロ
年
9
月
比
日
同

9月15日後)

9月16日出

9月17日(日)

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
役
所

(
1
階
)
社
会
福
祉
課

g
@
2
1
1
1
(
内
線
1
8
3
)

合
同
追
悼
式
の
開
催

第
H
H

回
大
洲
市
戦
没
者
・
消
防
及
び

公
務
殉
職
者
合
同
追
悼
式
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

{
日
時
}
平
成
ロ
年
日
月
日
比
日
例

午
前
日
時
か
ら

【
場
所
】
大
洲
市
民
会
館
大
ホ
1
ル

参
列
を
希
望
す
る
人
は
、
お
近
く
の

遺
族
会
役
員
ま
た
は
、
高
齢
福
祉
課
高

齢
者
福
祉
係
(
含
@
2
1
1
1
内
線
1

7
6
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

熊
野
良
一
さ
ん
が

警
察
庁
長
官
章
を
受
章

現
在
、
大
洲
地
区
警
察
協
助
員
連
絡

会
会
長
な
ど
を
務
め
る
熊
野
良
一
さ
ん

(
剖
歳

・
春
賀
)
が
、
長
官
協
力
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

熊
野
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
防
犯

関
係
団
体
の
育
成
発
展
と
防
犯
思
想
の

普
及
高
揚
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
功
労
に
対
し
、
平
成
立
年

7
月
1
日、

警
察
庁
長
官
か
ら
警
察
協

力
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

9月23日出

9月24日(日)

9月30日出

ふ
る
さ
と
町
並
み

ウ

オ

ッ

チ

ン

グ

国
立
大
洲
青
年
の
家
で
は
、
学
校
週

5
日
制
対
応
主
催
事
業
と
し
プ
ロ
の
ガ

イ
ド
が
案
内
す
る
「
ふ
る
さ
と
町
並
み

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

{
日
程
及
び
コ

l
ス】

9
月
9
目
的
大
洲
市
編

叩
月
刊
ω
日
出
五
十
崎
・
内
子
町
編

日
月
日
日
出

保

内
町
編

詳
し
く
は
、
国
立
大
洲
青
年
の
家
事

業
課
(
含
@
5
1
7
5
)
ま
で
。

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V

「
母
の
詩
」
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展

8
月
却
日
例
j
9
月
四
日
間

V
佐
子
宏
展
(
木
彫
・
写
真
・
書
)

9
月
ロ
日
ω
1
9
月
刀
日
間
間

V
大
洲
高
校
美
術
部
作
品
展

9
月
四
日
ω
1
9
月
幻
日
同

V
小
原
流
い
け
ば
な
展

(
に
い
や
グ
ル
ー
プ
)

9
月
却
日
幽
j

m
月
1
日
附

展
示
時
間
叩
時
j
行
時

※
最
終
日
は
同
時
ま
で

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
含
@
1
2
8
1

A
編
集
後
記

V

ピ
ピ
ッ
、
ピ
ピ
ッ
、
息
子
v

止
め
て
シ
ャ
ッ

タ
ー
に
指
を
の
せ
る
と
、
ぼ
ん
や
り
と

し
て
い
た
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
中
の
景
色

が
「
祝
松
山
自
動
車
道
伊
予
i
大
洲

開
通
」
と
書
か
れ
た
ゲ
l
ト
の
文
字
と

人
々
の
顔
を
鮮
明
に
映
し
出
す
。

「
そ
れ
で
は
、
お
願
い
し
ま
す
。」
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
。
そ
の
瞬
間
、
会
場
の
す

べ
て
の
音
を
か
き
消
す
よ
う
に
連
続
し

て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
音
が
響
く
イ
:
。

松
山
自
動
車
道
開
通
式
の
テ
l
プ
カ
ッ

ト
の
写
真
撮
影
で
は
、
久
し
ぶ
り
の
ド

キ
ド
キ
、
ワ
ク
ワ
ク
で
し
た
。

(

や
)

15 
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内
相 談 内

谷r."τ、 日時など 場所など 問い合わせ先

交 通事 故相 談 9 月 8 日働/1 0時~15時 市役所5階会議室 総務財政課交通安全係

(愛 媛 県) 9 月 25日伺)/ 1 0時~15時 市役所3階会議室 包24-2111 内線323
人 f甚 ヰ目 談 9 月 1 9日ω/10時~ 1 5時 市役所3階会議室

急ぐときは法務局 n24-4155 
(法 務 省) 9 月 1 3日体)/10時~ 1 5時 菅田公民館

~j 政 相 談
9 月 22日働/ 9 時~12時 市役所3階会議室 急ぐときは n24-5072(山本)

(総 務 庁) n24-4294(辻)

市民 法 律相談 9 月 1 6日∞/10時~16時 市民会館
※予約が必要。総務財政課行政係

n24-2111 内線328

社 会 保隙相談
9 月 5 日ω/10時~ 1 6時

大洲商士会議所
松山西社会保険事務所

9 月 20日制/10時~ 1 6時 n089-925-5105 

不 動産無料相談 9 月 15日働/ 9 時~ 16時 宅建協会大洲支部 (有)上田喜六不動産 n24-4452 
定期税務相談 9 月 8 日働/10時~15時 大洲商工会議所 大洲税務署 n24-3115 

l 一般相談 毎週月 ・水 ・金曜日
社会福祉協議会相談室

心配ごと 法律相談 毎週火曜日
(総合福祉センター1階)

社会福祉協議会 n23-0313 

相 談 介護相談 毎週木曜日

電話相談 10時~12時 、 1 3時~16時 (直通)n23-5629 
家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 n24-2111 内線 177

同和問題 1<::関 す る
毎日の執務時間中

大洲隣保館 n24-6100 

伺 で も 相 談 大洲福祉会館 n25-0947 

青 少年 相談電話 毎日の執務時間中 青少年センター n24-7830 
ふれ愛スクール相談電話 毎日の執務時間中 国立大洲青年の家 n24-1414 

案と-.‘ 

ιー
談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談くださいo • 

二
十
世
紀
の
大
洲

(昭
和
六
十
年
)

市
指
定
無
形
文
化
財
の
大
洲
神
伝
主
馬
流
泳
法

(お
お
す
し
ん

で
ん
し
ゅ
め
り
ゅ
う
え
い
ほ
う
)
は
、
大
洲
藩
家
臣
加
藤
主
馬
光

尚
が
創
始
し
た
神
伝
主
馬
流
泳
法
が
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
、
以
来

=
一
百
八
十
年
余
り
の
歳
月
と
と
も
に
、
幾
多
の
盛
衰
を
経
て
き
ま

し
た
。
大
正
十
二
年
「
大
洲
神
伝
流
水
泳
協
会」

が
有
志
に
よ
り
誕
生
、

田
和
二
十
九
年
に
は
「
大
洲
水
泳
協
会
」
と
改
称
し
て
再
発
足
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
六
十
年
八
月
「
大
洲
神
伝
流
保
存
会
」

が
発
足
し
、
当
時
の
泳
法
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

16 

大洲市内の交通事故

7月末現在 昨年同期

件 数 170 154 

負傷者 228 

死者)内は対前月比

市民の動き

平成12年7月28日現在

39，182人 (一 7)出生 36人 (+9) 

18，709人 (+5) 死亡 28人 (-3) 

20，473人(-12) 

14，448世帯(+7) ( 

人 口

男

友

喧竺

国民健康保険税

2期

納期は10月2日です

今月の納税は
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